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このたびはルー. 
この取あ説明書く 

-- 伸田曰 Mtr I 甘こ 

お読みになった3 
保証書は必ずお i 


縱称名） 

:ヌティーイーエス 

1TES-W に ) 
ITES-W に） 
TEV-W に） 
TEV-W に） 
ITEP-W に） 
ITEP-W に） 
ITEP-W に） 
TEV-W に） 
TEV-W に） 
TEV-W に） 


.てください。 

如こ保管してください。 


►4, 5ぺージ 
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吹出□付近に 
大きな家頁を置かない 

•エアコンが室内温度を誤認識 
ぶえない、暖まらない原因に 
なります。 


エアフイルターは 
いつちキレイに 

•エアフイルターがミちれて 
いると、能力がほ下します。 
定期的にエアフィルクーの 
お手人れをしてください。 


温度設定は適切に 

• 適切な温度設定は節電につながり 
まず。 

广 < おすすめ設定温度> 

冷房時'''26で〜28で 
暖房時'''20で〜22で 


消し忘れ防止に 
タイマー運乾を 

•エアコンの消し忘れは電気代の 
ムダになります。 

タイマーを活用して、必要な 
時間だけ運面しましょう。 


•エアコンは運起しないときでも、 
電力を消費します。 iViBM 
シーズンオフなど、長期間使用 
しないときは電源プラグを抜く 
かブレーカーを切ってください。 


窓にはブラインドや 
カーテンを 

•直射日光やすきま風を防ぎ、 
ぶ房-暖房タカ果を高めます。 


光速ストリーマで空気も、エアコン内部らキレイに 

♦フイルターに捕獲したカビやアレル物質を 
光速ストリーマで強力に分解し、 

お部屋にキレイな空気をお届けします。 

♦エアコン内部にも化速ストリーマを照おし、 
內部のカビやニオイの原因围を抑制。 
吹き出す気流を清潔にします。 

測をちま：除菌効果討験 

プラズマ放電の一種である「ストリーマ放電」は細菌，カビはもちろん、 試慮機国；（財）日本食品分析センター 

有善化学物質.アレル物質なども巧制ずる酸化分解力を持ったる性種を生成しまず。 試験結果： 99.9%除ち 


STREnmeR 


運転中にストリーマ放電の「シュー」という音がしますが異常ではありません。 

また、ご使用環境により、音が小さくなったり、音質が変わることがありますが、異常ではありません。 

ストリーマちク電により微量のオソンが発生するため、唤化□からニオイがすることがありますが、ごくわずかであり、 
健康に支障はありません。 
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運転ランプが点滅するとを•…14 
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故障かな？と思った S •…17 

仕様 . 21 
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長期使用製品ま全表示制度に 
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f 化ずお守 0 


ま ^^ のごミ主 ^^ 


この取キ及説明書および商品には、安全にご使巧いただくためじ、いろいろな表示をしていまず。 
内容（表示-図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

■「表示」を無視して、誤った取扱いをすることによって生じる内容を、巧のように区巧しています。 


「死こや重傷を負うおそれがある内容」 A >^：胃 「けがや財産に損害を受けるおそれが 

1=1を示しています。 ZIa 胃ある内容」を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、「図記号」で区巧して説巧しています。 


I 「してはいけないこと」を表し A 「しなければならないこと」を 
ていまず。 ， F ましていまず。 


乂災ゃ戀電、 

大けがを防ぐために 
お守0< ださい， 




電源プラグやコードは 


ご使用時は 


0 


運お中に電源プラグを巧かない。※ 

(感電や故電による义災の原因） 

電源コードを持って巧かない。※ 

(断線による発熱や発义の原因） 

めれた手で電源プラグの巧き差しや 
操作はしなし、。※ 

(感電の原因） 

途中で接続したり、延長コードの使巧、 
タコ足配線をしない。 

(感電や発熱、义がの原因） 

破慎させたり、リ〇ェしたり、傷んだまま、 
まねたままでの使巧はしない。 

(感電や火災の原因） 


電源プラグは根元まで確実に差し込む。※ 

(接触不良による感電や义災の原因） 

定期的に電源プラグのホコリを 成 

乾いた巧でふき取る。※ 巧'、、、 

(湿気などで絶縁不をとなり、 \\ 

発熱や発火、义災の原因） ^ '' 

《電源プラグの有る機種の場合 


異常-が障時には直ちに使用を中止ずる 

〇 異常-故障例 

■ 電源コード、プラグが異常に熱い。 

• 輩源プラグポ冀をしている。 

みず i 巧 •こげ臭いニオイがずる。 

• ブレーカーガひんぱんに遂ろる。 

♦室巧ュニ、ソトから氷が漏れる。 

(:異常のまま運底を続けると故障や感電、 

発煙、义炎などの原因） 

す<1こ違転を停止し、電源プラグを抜くか，プ 
レーカーを切ってお買い上げの販売店またはお 


0： 


吸込□やの出□に指や棒などを入れない。 

〔けがの原因） 

長時間を風を体に直接あてない、冷やし過ぎない。 

(体調を崩す原因） 

特にお子様や高齢者にはごを意ください。 

可燃性のもの（ヘアスプレーや殺ち剤など） 
は本体のおくで使巧しない。 

(感電や引义の原因） 

腐食性ガスや金属製①ホコリのある場所で 
Iま使巧しなし、 

(引义や本体への吸引による発乂や発煙の原因） 


〇 

みず実施 


据付け-あ設-修理時は 


0 

禁止 

〇 

おず実施 


室かユニットに表示①ち媒 
(R410A)U かは使巧しない。 

(巧障や破裂、けがなどの原因） 


■ISEilH 

ン 7 


お手入れ時は 


0 


お客様自身で、工具を使った巧豁掃除や、 
改造、内部の洗をはしない。 

(水漏れや破損、故障、発煙、発义の原因） 


■ エアコン①据巧けや移動、修理、再設置は必ず 
お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。 

(感電や义災などの原因） 

■ アースや漏電しゃ断器が設置されている 
ことを確認する。 

(感電や义災などの原因） 

■ 必ずエアコン專田の電源コンセントを使ろ。 

(イ也の機器と併用ずると，発熱による义《の原因〕 

■巧えない、暖まらない場含は、を媒漏れが 
原因の一つと考えられるので、お買い上げ 
の販売店に相談する。 

巧媒追加を伴う修理の場合は、ぶ媒漏れがない 
ことをサービスマンに確認してください。 

(ぶ媒は安全で、通常は漏れませんが、万一室内 
に漏れ、フアンヒーターやコン□などの义気に 
触れると、有害な生成物発生の原因となります） 
■ 可燃性ガスの漏れるおそれのある場所に 
設置されていないか確認する。 

(万ーガスが漏れると、発义の原因） 

■ ドレンホースが確実に排水するように 
配管されているかお認する。 

(不確実な場合、家財などをめらず原因） 


















■下圏の距離をあけないと、エアコンの能力が低下したり、 
テレビやラジオに雑音が入るおそれがあります。 

• 設置場所に余裕があれば、効率の良い運商のために、 
できるだけ広い寸ミちをお取りください。 



■义が警報器と室内ユニットのの化□は1.日 m じ(上の距離を 
あけてください。 


■加湿器などをおくでご使巧になるときはご注意ください。 
加湿の種類によっては水道水に含まれるカルシウムやマグネ 
シウムなどの化合物が水と一緒に放化される場合があり、蒸発 
すると白い粉になりまず。 

このような水分がエアコン内部に乂るとミちれの原因になります。 
■ 調理室など5由煙のをいところ、または可燃性ガス-腐食性ガス 
や金属製のホコリのある場所でのご使用は避けてください。 

■ 床面などにワックスを塗布するときは、運転をしないでくだ 
さい。（エアコン内部にワックスのぶ分が付着し、水漏れの 
原因となります。）ワックス塗布後は十み換気を巧つてから 
運転してください。 


ストリーマ放電について 

• 微量のオソンが発生するため、峡化□からニオイがすること 
があリますが、ごくわずかであり、健康に支障はあリません。 


〇 ■室外ユニットの周辺に、物を置いたり、 
落ち葉がたまらないようじする。 

(虫などが侵入し、故障や発义、発煙の原因) 

おず実施 


室かユニットは 


0 


ユニットのアルミ部ろじ I 
魄らない。 

(手を切る原因） 1 

ユニットの上に乗ったり、 
物を載せたりしない。 

(ベランダなどの高い場所に 
設置の場合、転落の原因） 

据付台が破揚したまま、 
放置しない。 

(落下につながリ、けがなど 
の原因） 



〇 ■必ず運転を停止し、電源プラグを抜くか、 
ブレーカーを切る。 

(フアンが高速回転しているため、けがの原因) 

おず実施 


お手入れ時は 


0 


不安定な台に乗らない。 

(転倒など、けがの原因） 

室内ユニットのアルミ部巧に触らない: 

(手を切る原因） 

エアコンを水洗いしたり、巧瓶など 
水の入った容器を載せたりしない。 

(感電や発义の原因） 


A 


♦ 


室巧ユニットは 

Q H 動植物に直接風をあてない。 

(動植物に悪影響を及ぼす原因） 


精密機器や食品-美術品の保ち、 

動植物の飼育や 

裁ちなどに使わない。 I 

(品質低下などの原因） —— ---! 


扇謙、 


ユニットの下に、他の電気製品や 
家貝才などを置かない。 

(水滴が落ちて、ミち損や巧障の原因） 


1 一 

燃焼器具と一緒に 


1 運拉するときは、 

1 

徽燃猫说縱総:縱护ミミ 

こまめに換気する。 

1 (酸素不足による頭痛など 

扁 1 ill ::: 

の原因） 

:、 1 
’ 駐; な 1 

‘、 11111 J t 

■燃焼器具は、風が直接あたらない ! 

1 場所で使巧する。 

1 (不完全燃焼の原因） 

1 

1 ■乳が]巧の手の届くところにリモコンを 1 

\ 置かない。 

1 

1 [誤操作による体調悪化や電池誤鉄の原因） 1 


{かか W 做か化》がかが*似议かか》巧献做》»双かか》»献》»5々か》»が々か》»»»の:■かか:*■做巧访れ做 S 

長期聞使用しないときは 

〇 ■電源プラグを巧く。※ 

(ホコリがたまると、発熱や発火の原因） 


かず実施 


※電源プラグの有る機種の場合 


.» か出がか出か»»»»»»»»>出出»»»»»>»出: 


の 


ノ 

二 


5 
















各部の名前と働を 


ま巧ユニッ 


エアフイルター(黒色） 


吸込 □ 

让面） 


吹出 □ 


ルーバ- 

(左ち風向調節羽很） 

(耿 I 中 I □巧部 •) ii；Baa 



前面パネル 




フラップ 

(上下風向調節羽很） 


機種名 


ストリーマユニット 

光輔媒集塵-脱臭フィルター(の色)‘ 


電源プラグ 


雷ミ盾 n — ド' 

S 28 NTEV - W ( C ) 
S 36 NTEV - W ( C ) 
S 40 NTEV - W ( C ) 
S 50 NTEV - W ( C ) 
S 56 NTEV - W ( C ) 
には付いていません。 




受信部- 

凹穩.'ごなか摄の.藝戀を，'..： 
繁議護巍画囊康^^;ぃ 11 ::; 

•信曇患赛撼ると、:遞獲證と .L 
3扬瞄に運輯ランプボ難赫しゎ:: 
受信を搪認濕きまずん 
巧つ等おレクト r 入」のときは、: 
運乾ランプをタイマーランプ 
が点滅します。 化 ■■•gaa 
•運面開始…ピピッ J 1 
•設定変更…ピッ；> 

•運転停止…ピー J 


ia 

/ 論絲爲 

/ 巧部クリーン苗—— •!— 

/ 送乾/停止 / •- r ~ T - — 

'- 

窒巧温度センサー部 

室巧の温度を感知しまず。 


運転ランプ(緑色)^ 

タイマーランプ(穫色)^ 

:点滅したらぉストリーマユ這敎縣繫 r 
おま入れしてぐだ兹城 i ; 11;;;:肖 


」 I 一一內部クリーンランプ(緑色)※ 
7-運転/停止ボタン 

巧すと運輯モードは r ひかえめ白動 J 、 
風量は「自動」で違転しまず。’: •’ 
もう一度巧すと停止します。 

• リモコンがみつか6ないときなど 
にご使用ください。 

※パワーセレクト「人」のときは、表示ランプが暗くなリます。 


まかユニット 


吸么〇 — 

(側面-背面) 



吹出 □ 


ドレン排水 □ - 

日爱房運転時、室外ユニットから 
化た水を排化しまず。（底面後ち） 




(室外ユニットのおがは、機種により異なりまず） 


ぶ媒配管、接続電線 

機種ち 

アース端子 

(内部） 


ドレンホース 

ドライ-冷房運起鹿、 
室内 ユニッ トから 
化た水を排化します。 














y モコン 


に OUT 


7 


リモコ： • 





をとしたり水にぬれないようにしてください。 
(液晶部が破損することがあリまず。） 


…'ぶ、、繁 f 

ごさい。づミ^ 

y 带:□:/ 


交換の目安は約1年ですが、 

部が薄くなり受信されにくくなりま 
2本同時に新しい単4おアルカリ乾電池と 
交換してください。 

が属の乾電池は、最初にご使用いただくために用意している 
ちので、1年に満たないうちにミ肖耗ずることがありまず。 


電池を入れる） 

1電池カバーの 冒 マークを指で軽く巧さえ、手前に引いて持ち上げる。 

2 単4形アルカ U 乾電池を2本入れ、電池カバーを閉める。 

•単4おアルカ IJ 乾電池 U 外をご使巧になると正常に動作しない場合があります。 

•傷がき防止のためリモコン表示部に保護シートを貼っていまず。使巧時はシートをはがしてくださ 



■壁などじ取りがける場合 



光銷媒集塵 • 脱臭フィルターをストリーマユニットに取り付ける。 G 
電源プラグをコンセントに差しむ。 

•電源プラグをコンセントじ差し込むと、フラップが一度開き、また閉じます。（故障ではありません 


B ：!： 圓 

面 BUO 畢》 



















































































運おのしかた 


送信部 

•送信部を室巧ユニットの受信部に向けてくださ始お 

•送信できる距離は約 7 m でず。力ーテンなど信登ぞリ 
さえぎるものがあると作動しないことがありまずが;ぉ: 



■ 運起ずる 

織ミ;^織ミ^^?^を 


nrk 最適な温度と運転モードを自動で選んで 
運転します。 


譜Iを巧ず。 j 

前回の運乾モードで運おしまず。 

i : 目ぉ咬^を巧 ず 想 J •ちう —度巧ずと停止します。 

■I 11 hi • 運 f 巧-ドを切り換えます。 

(ii 础刮を押ず。 J •押すごとに運爵モードが切り換わります。 



IPK 

ほ 

ミ巧 

i^Kli 

誦藏量 

• 風向を謂節ずる 





お巧みの温度じします。 


湿度を巧ず。 


け甲すごとに設定温度が切り換わリます。 


$ 

〔風量 I をま甲ず 


お好みの風量じします。 


け甲すごとに風量(自動-しずか • 1〜 5) が 
切り換わります。 


♦上下の風向を変えたいとき ♦左ちの風向を変えたいとき 

が11三 rT ；:：:^ 塵;斗因琴 I ルーバ ー( 左ち風向調節羽根）の 

iI ツ7ミをおてをもに！]かしまず。 
ツマミは左ち1力所ずつありまず。 


風向ミ 


風ないス 


'フラップ(上下風向 
調節巧根)が自動で 
上下に動きまず。 

を押した位置 
でフラップが止まり 
ます。 




風向と風量を調整して、風を直接体じあたりにくくします。 

圈画圓 輕ぃ撫麵晴11!| 

»フラップの向さ 

【ドライ-を房】上向き【暖房】下向き 
>風量は自動になります。 操作取;"肖：区品!玄 

>空気清ミき運転じ(かのときに設定できまず。 もう一度押す。 


表部 

運転状態を表示します。（図は 
説明のためを部表示していまず。） 



賣縱 

暖房空清華の〇で 


時間後囚 



醒蝴] 



サインリ セツ 


タイマーランブが 
点滅したら 


ス.麵圓圓1111111 i 麵議!!!;!! 
馨嚷麵義變!11 1招総議 議 ill ! 


■タイマーランプの点滅が終了しまず C 
• 化のボタンとは形状が異なるため， 
先の細い物で押してください。 


巧霉力消費を抑える 

パワーセレクト 


初期設定：「切」 


運輯時の電流を制限して、 

電力消費を抑えます。 

on を約2砂間件ず。I 

■「ピー、) A ピー、ソ」と音が鳴り、表示 
ランプが暗くなりまず。 


設定取消： ra を約2秒間巧す。 

「ピピー」と音が鳴り、表示 
ランプかで月るくなりまず。 































































